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市内には公民館が１４館あって、それぞれの公民館が、地域の特性を活かした事業・活動を行っています。

今回は、市南東部にある藤沢地区の３館をご紹介します。３館では、子供から高齢者までを対象とした特

色ある楽しい事業・グループ活動が行われています。

この機会に公民館を、ちょっとだけ 覘いてみませんか？

電話：2962－6922 東藤沢 3-19-19

東藤沢公民館は、所沢市に隣接した所にあって、高齢者の
多い地域ですが、みなさんとてもお元気で、公民館の事業に
積極的に参加されています。

何といっても、地域在住の人を講師に迎え、１０期目の生涯
学習大学「ときめき学園」には、６コースに延べ１２０名が
生涯学習に取り組んでいます。受講後、卒業生はさまざまな
形で地域活動に関わっています。

本年５月発足予定の「（仮称）ささえあい東藤沢」は、高齢
者の見守り、配食、送迎などを自治会・支援団体・公民館など、
地域が一体となって取り組む支えあいのしくみづくりで、市の
モデル事業にもなっています。

また男性のみのボランティア会「藤の実会」があり、公民館
事業に協力しています。その他活動サークルは９４あり、
ふるさと夏祭り、ふれあい演芸大会などは実行委員会形式で
行われています。

電話：2962－6475 下藤沢 846 番地 1

図書館、支所も併設している藤沢公民館は、２００人収容の

大会議室１、会議室８、工作室、料理実習室を備え、１２８

サークルが活動している市内でも大型の公民館です。

事業として年間４０回を数えますが、その中でもステージを

利用したプロの音楽家を招いての「ふれあいコンサート」の開催。

地元の中学・高校生によるコンサートも特色ある事業です。

また高齢者向け学級「あじさい大学」（５月～３月）、近隣の

公民館と共催の「ものづくり教室」、「七夕の集い」（７月）、

「親子三世代クリスマス会」（１２月）なども人気の事業です。

秋の文化祭は、文化協会所属の団体が「静の部」「動の部」に

分かれて活動を発表してします。

電話：2963－7020 上藤沢 406 番地 31

グリーンヒル団地に隣接する藤の台公民館は、５自治会と

５３のサークル等たくさんの団体が活動する場となっています。

自主事業も活発に行われていますが、その中でも１３年間

続いている「文学講座」は、座学だけでなく実際にその地を

訪ね歩くのが人気の理由のようです。

また「夏休み子供陶芸教室」は、地域のサークルの方を

講師に招き子供たちがお茶碗・丼・花瓶などを作り、それを

使った茶道教室、生け花教室にまでつなげているのが特色で、

毎年参加希望者の多い事業となっています。

その他第二の人生の為の「セカンドステージ講座」、自然に

親しみながら自然環境への関心を高める「自然散歩」（７月）

などの人気講座があります。
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平成２３年１２月４日（日）市制施行４５周年記念事業の一環として行われた今回のフェスティバルでは、新企画と

して、小学生工作体験及び似顔絵体験を企画しました。いずれも大盛況でした。抽選漏れで参加できなかった子供の

「来年もやってね！」のコメントは、スタッフ一同への励みになりました。

また、今回初めて参加された団体及び毎年参加者の胃袋を満たしてくれている国際交流協会をご紹介いたします。

親子で楽しむ１００％揚がる凧づくりは、いるま健康サポート会のおじさん達に囲ま
れて、当日１５組の親子が参加して行われました。

これから始まる凧づくりに不安な親子が神妙な面持ちで座っていた。丸い穴があいて
いる和紙。何だろう？ 実はこの和紙に思い思いの絵を描いてから、いよいよ、凧作り
の開始です。竹ヒゴを和紙に貼り付ける所で少しとまどっていたが、何とか１時間程度
で完成！

さっそく、隣の東町中学校のグランドに集合して凧あげ開始。揚げるコツをつかむまで
少し時間がかかったが、グランドに揚がる凧・凧・凧！ １００％揚がる凧。
後ろから「フェスティバルが終わるよ！」の声がしたが、親子が一緒になって歓声を上
げながら楽しんでいる様子を見ていたら、声もかけられず、スタッフ一同、感慨にふけ
っていた。 いるま健康サポート会

第17 回いるま生涯学習フェスティバルで「ソーラークッカーづくり」をお手伝いさせて
いただきました。12 月 4 日は日が暮れるのが最も早く、太陽が低くてソーラークッキ
ングには適していない時節ですが、原発事故や地球温暖化のこともありフェスティバル
での工作体験として採用されました。当日の工作時間は短いので、すぐ受光器が作れるよ
うに生涯学習課内でダンボールを切ったり折目を入れるなどの下準備をしておきました。

当日は子どもたちがたくさん来てくれて本当に楽しかったが、工作時間が実質 35 分
くらいしかなかったので、ダンボールに反射シートを 13 枚貼っておわん形にするのが
精一杯でした。「太陽光でお湯をわかす」までいかなかったのが残念です。

後日、ゆで卵をつくってみました。うまくできましたが、太陽が低いので集光器を斜
めに据えるのが難しかったです。
＊注）昼が 1 番短いのは冬至ですが、日の入りが最も早いのは 12 月上旬です。

斎藤 次雄

社会貢献の一環として「ものづくり教室」で参加

「ものづくり教室」で社会貢献を、と考えていた時、タイミング良くフェスティバル

の話を聞き、協力をさせていただきました。今回は、小学生を対象に「ラジオの組立て体

験」でしたが、体験者１５名と多くの熱心な見学者・父兄もいて楽しく開催できました。

最初は戸惑っていた子供たちも、理解度を深めるとともに皆完成までこぎつけ、大い

に喜んでいただきました。参加協力してよかったと思っています。このような活動は、

当社各事業所が持ち回りの開催ですので、数年後にはまた参加したいと考えています。

教室に参加してもらった児童に、ラジオキットの組み立てを通して「ものづくり」の

楽しさや喜びを経験してもらえたと感じました。社会貢献活動を通して企業の社会的

責任（ＣＳＲ）を果たすことができたものと考えております。 ㈱タムラ製作所

市制施行 45 周年記念事業 第 17回いるま生涯学習フェスティバルを開催しました。
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大人気の似顔絵コーナー

市内在住の、さいとうあきら先生の似顔絵コーナーは、来場
者・参加者から、「家族で描いてもらい、記念になります。大切に
します。」、「描き方を見ていて、自分でも描いてみたくなりまし
た。」、「自分の顔のポイントが分かりこれからの生活に生かして
いきたい。」、「時間が無くて描いてもらえず残念、来年も是非
来てほしいです。」などの声があり、先生には予定時間をはる
かにオーバーした、時間の延長をお願いするほど、大好評な企
画でした。

初めての参加で準備が大変でしたが、様々な人と交流でき

ました。会場にはたくさんの体験がありました。

残念なのはスタンプラリーの参加が少なかったことです。

フェスティバル開催は、のぼり等を見て知っていたが、今

回初めて参加して楽しいイベントとわかった。沢山の人との

交流もできてよかった。来年もまた参加したい。

沢山の人そして様々な団体との交流ができて、大変よかっ

たと思います。また、私達の活動もたくさんの人に見てもら

えることができ、PR できたと思います。

新しい出会いや地域の人と触れ合うことができ、参加してと

ても楽しかった。また、自分たちの活動もPR できました。

入間市国際交流協会では、世界の屋台村に台湾・イラン・ス
リランカ・ブラジルの４か国の料理を出店しました。

当日は、冷たい風が吹く寒い日でしたが、参加者は母国の本
場の料理を多くの方に味わってもらいたく、来場者との交流を
図りながら各国の料理を提供しました。

昼食時には、行列ができるほど大盛況で、昨年よりも多くの

方が世界の料理を堪能していました。同時に、各国の料理レシ

ピを配り、来場者とのコミュニケーションと国際理解の推進を図

ることができました。

今回のフェスティバルのテーマ「まなびの市場」に相応しく、

各国の食文化の紹介を通じた生涯学習のきっかけづくりがで

きました。
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9 月 1 日放送の第１回に続き、ＦＭ茶笛の「生涯学習をすすめる市民の会」コーナーにてフェスティバル参加の４団

体に出演いただきました。第２回は11 月21 日放送で「点訳 入間六ツ星会」尾平さん、「Color Presents」荒岡さん、「跳

ばないリズムなわとび」原嶋さん、11 月28 日放送の第３回は「言語交流研究所ヒッポファミリークラブ」大野さんの各代

表者で、それぞれ団体の日頃の力強い活動状況の報告とフェスティバルに寄せる熱い想いを語っていただき、大いにフ

ェスティバルのＰＲに繋げていただきました。４団体のみなさん、ご苦労様でした。

点訳 入間六ツ星会の尾平さん Color Presents の荒岡さん 跳ばないリズムなわとび の原嶋さん ヒッポファミリークラブの大野さん

市民の生涯学習を促進する仕組みづくりの一環とし

て、市民の会では、これまで「まちの先生」の募集を行っ

ています。市民の中から仲間に教える先生を募集して、市

民の仲間づくりを促進することを狙っています。

まちの先生の出番をつくるには、３つの要素が必要で

す。それは、まちの先生を知ってもらうこと、興味を持って

もらうこと、そして活躍できる場があることです。市民の会では、まちの先生について昨

年度「まちの先生交流会」を実施し、今年度は、12 月の生涯学習フェスティバルに「ま

ちの先生コーナー」を設けて、市民にまちの先生をＰＲしました。

今後は、まちの先生の出番づくりを具体的に企画・実施する予定です。

市民活動団体等が開催する自主イベントの PR の場として、ご活用いただいている掲示板（市内 6 か所に設置）の老

朽化が目立っていたため点検を行ったところ、全６個所においてリニューアルすることになりました。つきましては、

修理のため 3 月下旬より４月末まで掲示板が利用できなくなりますので、ご理解ご協力のほど宜しくお願いします

お問い合わせ 事務局：入間市教育委員会生涯学習課 04－2964－1111（内線 4123・4124）

生涯学習をすすめる市民の会は毎年、調査研究部会の企画で、委員の研さんのため他市への視察研修を行っています。今

回は、去る 2 月 15 日に先進地研修先として東京都八王子市を訪問しました。八王子市学習支援委員及び八王子生涯学

習コーディネーター会のみなさん並びに生涯学習スポーツ部生涯学習総務課の職員の方々に、日頃の活動の説明を受けま

した。今回の研修で得たことを、今後の市民の会の活動に活かしていきたいと思います。
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